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■ 対象範囲
・ りそな銀行　・ 埼玉りそな銀行　・ 近畿大阪銀行　
・ そのほかの主要なグループ各社
※本レポートにおける対象範囲の表記について

：」プールグ社当「、」プールグ当「、」なそり「、」プールグなそり「　
　りそなグループ及び主要なグループ会社を指します。

■ 対象期間
2012年4月1日～2013年3月31日
※ただし、一部の重要な項目においては対象期間以外の情報も含まれています。

■ 発行時期
2013年7月（りそなホールディングスのホームページに掲載）

■ お問合せ先

株式会社りそなホールディングス
コーポレートコミュニケーション部 CSR推進室

東京本社　
〒135‐8582
東京都江東区木場1丁目5番65号 深川ギャザリア W2棟
TEL.03-6704-3111
大阪本社
〒540‐8608
大阪市中央区備後町2丁目2番1号
TEL.06-6268-7400
ホームページアドレス：  http://www.resona-gr.co.jp/
Facebook：   http://www.facebook.com/resonagr/
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　りそなグループのCSR活動の特徴的な取組みについてコ
ンパクトにわかりやすく報告する「CSRレポート2013 ハ
イライト編」の発行を予定しています。りそなホールディン
グスのホームページにおいてPDF、または電子ブック形式
で掲載するほか、グループ各銀行の店舗に冊子を備置する
予定です（2013年9月より）。あわせてご覧いただきますよ
うお願いします。

　本レポートは、りそなグループのCSR活動に関する情報を

ステークホルダーの皆さまにわかりやすく開示することを

目的として作成しています。

　本レポートの作成にあたっては、国際的なガイドラインで

ある『GRI （Global Reporting Initiative※1）サステナビリティ・

レポーティング・ガイドライン第3.1版（G3.1）』、グローバル・

コンパクト※2、ISO26000※3を参考にして、開示情報の重要

性やバランスに留意し、さらに本レポートの客観性を高める

ために第三者所見を掲載しています。このレポートを通じ

て、皆さまとのコミュニケーションが促進され、りそなグ

ループに対するご理解の深まりへとつながれば幸いです。

　コーポレートガバナンス（P.9～16）、コンプライアンス（P.17～20）に
関する詳細情報は、りそなグループディスクロージャー誌に掲載してお
ります。あわせてご参照願います。

※1 GRI（Global Reporting Initiative）: 企業などが発行するサステナ
ビリティレポートに関する国際的なガイドラインを作成し、普及さ
せるために、1997年に世界各地の企業やNGOなどの様々なステー
クホルダーが参画して設立された国際的な組織。

※2 グローバル・コンパクト: 国連の提唱するイニシアチブ。「人権」「労
働」「環境」「腐敗防止」などのテーマに取組むよう、企業に対し、自発
的な取組みを求めている。

※3 ISO26000: 組織の社会的責任に関する国際規格（ガイドライン）。

　本資料は、投資信託・個人年金などの商品の具体的な内容をご案内するも
のではございません。投資信託・個人年金保険など、元本保証のないリスク性
商品ご購入の際は、店頭に各商品に関する説明書をご用意しておりますので、
必ずご確認いただきますようお願いいたします。
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株式会社　りそな銀行代表取締役社長

 東 和浩
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東 和浩

「お客さまの喜びはりそなの喜び」です。
様々な社会的課題の解決に向け、お客さまの立場に
立った企業活動を実践してまいります。

　皆さまには日ごろよりりそなグループをお引き立ていた
だきまして、誠にありがとうございます。
　2003年5月の公的資金注入から10年という節目の年を
迎えました。この10年間、皆さまからご支援・ご協力をいた
だくことで様々な改革に取組むことができましたことを、改
めまして厚く御礼申し上げます。
　この10年間、りそなグループでは、お客さまの立場に
たったサービスの徹底を追求し、「待ち時間ゼロ運動」や、
「5時まで営業」、「365日年中無休店舗の開設」など、銀行
の常識を打破する「りそな改革」を断行してまいりました。
　また、あらゆるお客さまにとって快適な店舗づくりを目
指した「優先ATM」「優先シート」等を設置、地球環境保護
のための「エコカーローン」などの環境配慮型商品の開発、
高齢社会の中で世代間格差を縮小する信託機能を使った
商品開発など、多様化する社会的課題に対応する金融サー
ビスを展開してまいりました。
　さらには、2012年10月、これまで支えていただいた地
域社会の皆さまに、感謝の気持ちをお返ししたいという想
いから「Re:Heart倶楽部」を発足させ、「地域コミュニティ
の活性化」や「環境保全」といった活動に、多くの役員、従業
員が参加することで、社会的課題をいち早くキャッチし、そ
の解決に向けて自発的に行動する企業風土、文化の醸成に
も取組んでいます。

　本年4月、りそなグループは次の１0年（Next Decade）
に向け、新たなコミュニケーションブランドとして「銀行の
常識を変えよう。」というスローガンを制定しました。これは
引き続き私たちりそなグループが改革の歩みをとめること
なく、銀行に足りなかったこと、これからの銀行に求められ
ることを追求し続けようとする意志を示しています。
　「お客さまの喜びはりそなの喜び」です。りそなグループ
は、引き続き様々な社会的課題の解決に向け、お客さまの
立場に立ったスピーディーな企業活動を実践することによ
り、持続可能な社会づくりに貢献する企業であり続けたい
と考えています。
　また、本年5月、経営の最優先課題の一つである公的資
金の完済に向けた「公的資金完済プラン」を公表いたしま
した。これにより今後5年以内で公的資金を完済し、普通株
主価値の向上に努めてまいりたいと考えています。公的資
金の重みと国民の皆さまのご支援に対する感謝を忘れる
ことなく、自立に向けた第一歩を踏み出します。
　りそなグループは、これからも透明性の高い経営を継続
し、これまでの感謝を胸に、お客さま、社会とともに前進し、
変革を続けてまいります。
　何卒、今後とも皆さま方の一層のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。
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13.5Q 25H送りを
21H送りに


